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・事業の実施をするためには、まずはしっかりとした計画を定め、 
事業の必要性や効果、それを実施するための財源等を示す必要が 
あります。 

  意見・質問 
 

 
                   
 

・次に事業を実際に実施するために、関連例規等を整備し、予算を 
 付ける必要があります。そのため議会の議決を経て、事業が実行 
 されます。 

議決  
 

 
                  
 

 
・事業が実施された後には、その事業に対する評価をしていく必要 
があります。実施した内容を精査し、行政内部による評価と、市 
民目線からの外部評価を行い、これまでの行政に足りなかった計 
画の進捗管理や事業の見直し等に繋げます。 
 

外部評価 
        

 
         
・事業の評価が終わったら、次にはその評価を活かした計画の見直し 
（改善）をしていく必要があります。行政内部で検証をした後、必要 
に応じて各種委員会等に諮り、見直しを行っていきます。 

 
答申  

 
        

 
 

  最初に戻る（PDCAサイクル
・ ・ ・ ・

の意味） 

  ～これを続けていくことで、より良いサービスを目指す～ 

 
Ｄｏ 
（実行） 

 
Ｃｈｅｃｋ 
（評価） 

 
Ｐｌａｎ 
（計画） 

 
Ａｃｔ 
（改善） 

 
Ｐｌａｎ 
（計画） 

パブリックコメント制度（未実施） 

議会（村上市議会） 

（仮称）外部評価委員会 

各種委員会（行政改革推進委員会、総合計

画審議会、都市計画審議会、生涯学習

審議会等） 


